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可
諏
訪
大
社
四
社
（
前
宮
・
本
宮
・
春
宮
・
秋
宮
）
で一

御
朱
印
を
お
受
け
に
な
っ
た
方
に
、
参
拝
の
記
念
品

Ｐ
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

四

脂
な
っ
た
方
に
、
参
拝
の
記
念
品

汐
ま
す
。
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岨
Ｉ
Ｃ
恒
例
の
大
祭

‐
里
り

ｆ
つ
り

◆
上
社
例
祭
並
御
頭
祭
西
の
祭
）
四
月
Ｉ
近
日

上
祉
節
一
の
祭
儀
で
、
古
く
は
三
川
酉
の

Ｉ
川
に
行
わ
れ
た
の
で
、
四
の
祭
と
も
呼
び
ま

ｆ

�
、
信
濃
國
一
之
宮
諏
訪
大
社

由
緒
略
誌

処
御
禍
〃
神

（
た
け
み
な
か
た
の
か
み
川
神
）

八
坂
″
允
神

（
ゃ
さ
か
と
め
の
か
み
妃
Ⅲ

八
爪
蛎
代
賑
神
覧
二
と
し
患
あ
灘
‐
配
祀
弛
趣
Ｆ
肌
潔

諏
訪
大
社
は
上
社
（
前
宮
・
本
官
）
と
下

社
（
春
宮
・
秋
宮
）
の
二
社
四
宮
か
ら
な
り
、

創
建
は
占
く
、
古
事
記
の
同
譲
り
の
神
話

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
我
が
国
最
古
の
神
社
の
一

つ
で
す
。
本
殿
を
持
た
ず
、
自
然
そ
の
も
の

〔
上
社
は
神
体
山
（
守
屋
山
）
、
下
社
は
御

神
木
（
春
宮
は
杉
・
秋
宮
は
イ
チ
イ
）
〕
を
御

神
体
と
す
る
古
い
信
仰
の
形
を
現
在
に
伝
え

て
い
ま
す
。

御
祭
神
建
御
潴
方
神
は
、
征
占
よ
り
水

と
瓜
を
刈
り
、
慌
濃
岡
を
開
拓
さ
れ
た
力

の
強
い
神
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
腱
業
・
狩

猟
・
航
海
・
勝
負
の
守
り
神
と
し
て
伯
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
脚
主
神
の
御
子
神

で
あ
り
、
ご
犬
姉
で
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
縁
絲
ぴ
・
子
授
け
・
安
産
・
家
内

安
全
に
ご
利
益
が
あ
り
ま
す
。
商
売
繁
鴨
・

厄
除
け
な
ど
の
祈
祷
も
行
わ
れ
る
広
大
な

御
神
徳
の
神
様
で
す
。

す
。
本
窟
で
の
例
大
祭
の
後
、
行
列
を
終
え

入
．
《
］
’
し

み
つ
え

て
神
拠
を
前
桝
卜
川
廊
に
安
価
し
、
御
杖

樅
の
幣
州
・
脱
の
蝋
・
烏
湫
魚
航
群
の
特
殊
な

神
樅
を
お
供
え
し
て
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
下
社
進
恥
祭

一
・
〃
一
Ⅱふ
れ
ま
つ
り

◆
下
社
例
祭
並
遷
座
祭
（
お
舟
祭
）
八
川
一
、

存
緋
に
さ
き
が
け
て
神
霊
が
秋
宮
よ
り

存
宮
に
遷
ら
れ
ま
す
。

み
た
一
士
し
み

八
月
、
春
宮
に
お
遷
し
さ
れ
た
御
霊
代

を
、
師
ぴ
秋
宮
へ
お
遷
し
す
る
遷
座
祭
に
引

続
き
、
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
遷
座

の
行
列
の
供
奉
と
し
て
、
青
柴
で
造
っ
た
大

き
な
お
舟
に
翁
と
淵
の
人
形
を
乗
せ
、
氏
子

述
が
曳
き
付
け
ま
す
。
神
邪
相
撲
が
あ
り
、

翁
蝋
の
人
形
は
焚
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

●
特
殊
神
事

力
ｊ
‐
１
力
ｈ
Ｌ
人
Ｉ

お
ん
Ｌ
一
・
勺
み
・
ソ
牝
Ｌ
人

じ

◆
雌
狩
神
靭
と
御
肌
御
占
神
部

（
元
Ⅱ

上
祉
本
揃
）

た
ル
モ
ぴ
し
人

じ

◆
川
遊
神
蜘
（
一
川
ト
バ
Ⅱ

上
社
本
樹
）

？
つ
が
り
Ｌ
人

－｜

◆
怖
粥
抑
邪
（
一
Ⅱ
十
五
Ⅱ

下
社
群
宮
）

◆
御
川
杣
祭
（
大
川
第
一
Ⅱ
雌
川

上
社
）

◆
御
川
植
神
事
（
六
月
三
十
Ⅲ
ｒ
祉
御
作
田
社
）

・私
碁
や
・
展
し
や
ざ
町

◆
御
射
山
社
祭
（
’
八
月
二
十
本
七
八
円
上
社
下
社
）

し
き
い
人
ぞ
一
【
．
．
え
い
ふ
比
し
月
．
庭
い
髭
｝
い

と
ら

、
き
る

◆
式
年
造
営
御
柱
大
祭
（
黄
・
申
の
年
、

四
月
山
出
し
、
五
月
里
曳
き
・
下
社
宝
殿

遷
座
祭
、
六
月
上
社
宝
殿
遷
座
祭
）

諏
訪
大
社
の
特
筆
す
べ
き
大
祭
で
、
宝

殿
を
造
憎
し
、
神
域
の
叫
隅
に
「
お
ん
ば
し

ら
」
と
呼
ぶ
巨
木
を
曳
建
て
ま
す
。
起
源
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函

固
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關蓬蔦等
ljM巡州冊のお守です。鈴の音は、災いを

祓い、hIi浄をもたらします。上社･下社それぞ

れの神紋が入ったお守をお弧けしています。

HI

梶
の
葉
（
か
じ
の
は
）

１
足
の
数
は
上
壯
川
本
、

ｒ
社
八
本
の
Ⅸ
別
が
あ
あ
Ｉ

肌身袋守

他Lk祈願、詣顛成就の御守です．
5世のlilからお好きな色をどうぞ，

上社 下才＋
�j�j－L御柱箸

御札と同じモミの木で

11l来た他康祈願のお群

です。1膳のものと5僻入

りのものがあります。

下 社 上 社上
祉
で
の
み
お
頒
け
し
て
い
ま
す

下
祉
で
の
み
お
頒
け
し
て
い
ま
す
。

ロ
日
‐
’
ず
←

川
轤
鴬
�
認
。

Ｊ
■
Ⅲ
６

１
１

■
１
口
ｌ

屍
暑
晶
皿

一
夛
画
４
分
画
■
一

八
銭
燭
恥
鋼
・
烹
収
ろ

轡
…
。
勺
ｆ
》

瀞
乃繊 は

遠
く
古
代
に
遡
り
ま
す
が
、
平
安
時
代

か
人

む
て
人
の
う

桓
武
天
皇
の
御
代
か
ら
は
、
信
濃
回
の
国
司

に
よ
り
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。
街
川
や
材
料

の
調
達
の
た
め
に
元
服
や
蟠
礼
、
家
屋
の
新

築
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
諏

訪
圏
全
域
二
十
万
人
の
氏
子
の
奉
仕
に
よ
っ

て
鴨
火
に
行
わ
れ
ま
す
。

勝栗札

スポーツ選手必l俳御守です。

神体l11の神域で成長した栗の

木を使って奉製しています。

1

勘､蚤、
一

．、．おんさん.,内〈

安産杓

安産祈噸の綜起物です。

水が抜けるように楽なお厳に

なるよう、底が抜けています。

-f安社に奉納し、雁まれてく

る子の他脹を祈ります。

ご

鐸
F

』

一 二

薙鎌守

繩iiｶﾉ蔀|Iの桐|I器「離鎌｣を模した特製のお守で、父神

火睦'1三神の象徴｢袖俵｣、‘雌神尚志沼河比売神の「溺

翠｣、諏訪特蠅の｢卿1A1ｲ｢｣を組み合わせたものです。
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至辰野

◆上社本宮／長野県諏訪市中洲宮山1

◆上社前宮／長野県茅野市宮川2030

◆下社秋宮／長野県諏訪郡下諏訪町5828

◆下社舂宮／長野県諏訪郡下諏訪町193

＝
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謹
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◆
謎
準

輌
諏
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ｌ 識TELO266－27－8035 諏訪大社に関するさらに詳しい情報は

こちらのQRコードよりご覧ください。


